
２．戦略策定に当たっての論点  

 

コスト検証と並行して、総合資源エネルギー調査会、中央環境審議会、原

子力委員会は、エネルギー・環境戦略の策定に向け、検証作業を開始してい

る。以下、総合資源エネルギー調査会及び中央環境審議会における議論を踏

まえた論点を整理して紹介する。 
 

（１）新しい「エネルギー基本計画」（望ましいエネルギーミックス）策定に

向けた論点 

～総合資源エネルギー調査会における議論を踏まえて 

  

総合資源エネルギー調査会は、基本問題委員会において、エネルギー基本

計画 

の見直しに向けた検討に着手した。これまでの議論においては、幅広い意見

が出されたところであるが、主要な論点についてこれまでの方向感を整理し

た論点整理を、１２月２０日（火）、公表した。なお、現時点で論点整理を

行うことは時期尚早との意見も出たが、その論点整理は今後の幅広い議論を

制約するものではなく、むしろ本格的な議論の出発点としてとりまとめたも

のである。その要点は以下のとおりである。 

 

① エネルギー基本計画見直しに求められる視点 

 

今後のエネルギー政策は、「国民の安全の確保」を最優先とした上で、「国

民が安心できる持続可能なエネルギー政策」、「「需要サイド」を重視したエ

ネルギー政策」、「「消費者」・「生活者」や「地域」を重視したエネルギー政

策」、「国力を支え、世界に貢献するエネルギー政策」、「多様な電源・エネル

ギー源を活用するエネルギー政策」といった視点を、より重視して推進しな

ければならない。 

 

② 望ましいエネルギーミックスの方向性 

 

 本来、エネルギーミックスは、需要家の選択の結果として実現されるもの

であり、国の役割はそれが可能となるような社会制度を構築することである

が、エネルギーと深く関わる公益的価値を適切に織り込んだ社会制度の実現

は直ちには困難であるため、一定のあるべき姿を国民と共有することが求め

られる。 

 

  その方向性として、具体的手段や時間軸については様々な意見があったが、 

 

  ・需要家の行動様式や社会インフラの変革をも視野に入れ、省エネルギ

ー・節電対策を抜本的に強化すること 

  ・再生可能エネルギーの開発・利用を最大限加速化させること 



 ・天然ガスシフトをはじめ、環境負荷に最大限配慮しながら、化石燃料を

有効活用すること（化石燃料のクリーン利用） 

  ・原発への依存度をできる限り低減させること 

を基本的方向として、今後更に議論を深めていくこととする。 

 

  その際、原子力発電への依存度の低減のあり方や中長期的な原子力の位置

づけについては、「できるだけ早期に撤退すべき」との意見と「一定比重維

持すべき」との意見、エネルギーの選択肢を安易に放棄してよいのかといっ

た問題提起等、相対立するものも含め、様々な意見が提起されており、我が

国の将来を真剣に考えた、建設的な議論を今後とも進めていく。 

 

  すべてのエネルギー源には長所と短所があり、完璧なエネルギーは存在し

ない。 

 望ましいエネルギーミックス及びそれに至るシナリオを考えるに当たっては、

客 

観的なデータに基づく、総合的、定量的かつ時間軸を踏まえた検討が必要で

ある。また、電源構成の検討に際しては、ベース、ミドル、ピークといった

機能を峻別した上で各電源の位置づけを検討する必要がある。さらに現在は

状況が激変した局面であることや将来の不確実性を踏まえた、幅を持った想

定や定期的な見直しを行うことが重要である。なお、エネルギーミックスを

定量的に示す場合にはその数値の性格（コミットメント、政策目標、努力目

標、想定等）を明確にする必要がある。 

 

③ エネルギー政策の改革の方向性 

 

 今回の震災で明らかになった脆弱性を克服し、望ましいエネルギーミック

スを効果的に実現するためには、需要と供給の両面について、現行のエネル

ギー政策の抜本的な改革が必要である。 

 

 その際、 

 ・今後の電力需給の状況に鑑みると、使用最大時の電力需要の抑制（ピーク

カット）の視点が重要。さらに、産業サイドの更なる努力に加え、省エネ

余地の大きい民生部門については、より踏み込んだ対応が必要。 

 ・こうした観点から、ピークカットという視点を盛り込んだ省エネ政策の強

化、スマートメーターの早期普及、需給状況に応じた柔軟な料金体系の構

築や分散型のスマートコミュニティの形成等が重要。民生分野については、

断熱性能の向上した建材や住宅・ビルの普及を図る必要がある。 

 ・需要家への多様な選択肢の提供と多様な供給力の最大活用によって、リス

ク分散と効率性を確保する分散型の次世代システムを実現していく。分散

型の電力システムを盤石にするため、送配電ネットワークの強化・広域化

や送電部門の中立性を確保するとともに、多様なエネルギー源を最大効率

で活用しうる社会基盤の整備（電気と熱の有効利用、未利用熱の活用・融



通、天然ガスの国内供給網拡充、災害に強い石油製品供給体制の構築な

ど）、その前提として、資源の安定的な確保のための取り組みも一層強化

する 

 ことに取り組む。 

 

④ エネルギーミックスの転換とエネルギー需給構造を支える技術革新の重要

性 

 

  すべてのエネルギー源を、最も効率的、安定的に活用できる、世界最先端

のエネルギー技術を維持・強化していくことが重要な鍵を握っている。この

ため、技術革新の加速化に官民を挙げた取組が必要である。 

 
 


